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夏
ま
つ
り

第
23
回

平成22年 7月25日㈰

丹
波

夏
ま
つ
り

第
23
回

丹
波

▲ステージ前はお客さんでいっぱい

　平
成
22
年
7
月
25
日
（
日
）、
夏
ま
つ
り
丹
波
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　大
月
み
や
こ
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
始
め
、
今
年
も
楽

し
い
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　途
中
大
き
な
雷
が
な
り
、
雨
に
降
ら
れ
る
か
と
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲力を合わせて鏡開き

▲一之瀬高橋伝統芸能「春駒」

▶
◀
大
月
み
や
こ
歌
謡
シ
ョ
ー

▲一之瀬高橋の「春駒」でオープニング

▲ドキドキの水上丸太渡り

▲マスのつかみどり

▲川とふれあうカヌー教室

▲ちびっこ広場のボールすくい

▲食べ物コーナー「商工会の焼きそば」

▶
小
河
内
の
「
鹿
島
踊
」

▲丹波山村の「ささら獅子舞」
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9
月
5
日
（
日
）
非
常
に
暑
い
日
で

し
た
が
、多
く
の
村
民
の
み
な
さ
ん
が
、

参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
校
で

の
訓
練
は
、
暑
さ
の
た
め
内
容
を
変
更

し
て
、
体
育
館
の
中
で
の
訓
練
と
な
り

ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
は
、
担
架
の
作
り
方
、

担
架
を
使
っ
た
ケ
ガ
人
の
搬
送
や
、
消

火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
ま
た
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
な
ど
み
ん
な
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

丹
波
山
で
は
、
近
年
自
主
防
災
組
織

を
中
心
と
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
住
民
と
の
連
携
や
防
災
意
識
が
、

徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　８月23日（月）～９月15日（水）の期間に７日間、40時間の食生活
改善推進員の養成講習を行いました。
　５名の方が受講し、楽しく学びの時を過ごされました。これから、
住民の方へ食のアドバイザーとして奉仕してくださいます。

運
動
も
大
切
な
学
習
で
す
。

丹波の味
～丹波きゅうり・つや芋・鱒～の料理です。

美味しく出来ました。

平成22年度

食生活改善推進員養成講座食生活改善推進員養成講座
平成22年度

丹
波
山
村
防
災
訓
練

平成
22年度

丹
波
山
村
防
災
訓
練

平成
22年度
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運動会
9月11日

丹波中学校 丹波小学校

清流祭
9月18日

　

2
学
期
か
ら
小
・
中
学
校
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
外
国
語
助
手

の
ク
ロ
ー
ニ
ン
・
カ
ナ
ー
先
生
を

紹
介
し
ま
す
。

　

カ
ナ
ー
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
出
身
の
26
歳
で

す
。

　

現
在
、
丹
波
山
村
の
教
員
住
宅

に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
日
本
語
は
、
勉
強
中

の
よ
う
で
す
が
、
村
内
で
出
会
っ

た
と
き
に
は
、
気
軽
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
。

　

2
学
期
か
ら
小
学
校
に
新
し
い

友
達
が
増
え
ま
し
た
。

　

丹
波
小
学
校
3
年
生　

白
石
海

鳳
（
し
ら
い
し　

か
い
ほ
う
）
君

で
す
。

　

神
奈
川
県
の
相
模
原
市
か
ら
家

族
4
人
で
引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

押
垣
外
の
村
営
住
宅
に
住
ん
で

い
ま
す
。丹波山村職員の

勤務時間の改正
　現在丹波山村の職員の勤務時
間は午前8時30分から午後5時
30分までとなっていますが、国
家公務員の勤務時間の短縮等に
より、平成23年1月から丹波山
村でも勤務時間が、短縮され、
閉庁時間が午後5時15分となり
ます。
　今年の12月までは、移行期間
として午後5時30分まで、窓口
を利用していただけますが、来
年1月からは、午後5時15分と
なりますのでご注意ください。

小
学
校
に
新
し
い

お
友
達
が
来
ま
し
た
。

新
し
い
外
国
語
指
導

助
手
カ
ナ
ー
先
生
で
す
。
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■
新
監
査
委
員

　

青
柳
安
江
監
査
委
員
辞
職
に
伴

い
平
成
22
年
9
月
17
日
付
で
嶋
崎

義
人
さ
ん
が
新
た
な
監
査
委
員
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
新
監
査
委
員
と
し
て

村
の
財
政
に
関
す
る
事
務
の
執

行
、
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理

に
つ
い
て
、
公
金
が
正
し
く
、
合

理
的
・
効
率
的
に
使
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
監
査
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

　
を
取
得
し
よ
う
！

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）」
の
交
付
手
数
料
が
、

平
成
23
年
3
月
31
日
ま
で
無
料
で

取
得
で
き
ま
す
。

　

身
分
証
明
書
と
な
る
運
転
免
許

証
等
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
「
住
基
カ
ー
ド
」

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・	

証
明
書
用
顔
写
真
1
枚
（
役
場

で
撮
影
す
る
こ
と
も
可
能
）

　

	

（
6
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た　

縦
4
．
5
㎝
×
横
3
．
5
㎝
、

無
帽
、正
面
、無
背
景
の
写
真
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
住
民
生
活
課

　

☎
8
8
|
0
2
1
1

■
こ
ん
に
ち
は
　
戸
籍
・
住
基
係
で
す

■
各
種
相
談
員
の
紹
介

◎
人
権
擁
護
委
員

　

岡
部　

昭
夫
さ
ん

　

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、

差
別
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児

童
虐
待
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権

に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
、
人
権
侵

害
を
や
め
さ
せ
、
あ
る
い
は
被
害

者
の
援
助
救
済
手
続
き
を
行
っ
て

い
ま
す
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
て
い
ま
す
。

◎
消
費
生
活
相
談
員

　

酒
井　

智
子
さ
ん

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
消
費
生

活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
、
消
費

者
問
題
に
関
す
る
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
て
行
政
と
の
橋
渡
し
役

と
な
っ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
行
政
相
談
委
員

　

守
岡　

登
美
子
さ
ん

　

国
や
県
、
村
の
仕
事
に
関
す
る

苦
情
な
ど
相
談
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
通
知

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
行
政
相
談
所
を

　
開
設
し
ま
す

　

登
記
、
道
路
、
保
険
な
ど
、
国

や
県
、
役
場
の
仕
事
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
下
記
の
と
お

り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の

で
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

▼
10
月
20
日
（
水
）

　

10
時
～
正
午

　

中
央
公
民
館
と
し
よ
り
室

▼
11
月
10
日
（
水
）

　

10
時
～
正
午

　

中
央
公
民
館
と
し
よ
り
室

▼
相
談
の
相
手

　

行
政
相
談
委
員

　

守
岡　

登
美
子
さ
ん

■
高
血
圧
予
防
教
室
の

　
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
食
生
活
改
善
推
進
員
の

活
動
を
通
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
・
改
善
を
目

的
に
高
血
圧
予
防
教
室
を
実
施
し

ま
す
。

▼
日　

時

　

11
月
17
日
（
水
）
及
び
11
月
26

日
（
金
）
で
き
る
だ
け
両
日
参
加

い
た
だ
け
る
方

▼
対　

象

　

高
血
圧
予
防
に
関
心
の
あ
る
40

～
80
歳
代
の
男
女

▼
定　

員

　

30
名

▼
実
施
場
所

　

交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
受
付
期
間

　

10
月
29
日
（
金
）

　

午
後
5
時
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
生
活
課

　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
事
務
局

　

☎
8
8
|
0
2
1
1

　

尚
、
詳
細
は
、
申
し
込
ま
れ

た
方
に
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

お
知
ら
せ
　Inform

ation

記　載 消　除
増減

転入 出生 計 転出 死亡 計

17 0 17 31 17 48 △31

種　　　類 手　数　料 持参するもの

戸籍謄抄本 １通　450円 印鑑　身分証明書　親族以外は委任状

除籍謄抄本 １通　750円 印鑑　身分証明書　親族以外は委任状

改製原戸籍 １通　750円 印鑑　身分証明書　親族以外は委任状

戸 籍 附 票 １通　300円 印鑑　身分証明書　親族以外は委任状

住　民　票 １通　300円 印鑑　同居の家族以外は委任状

印鑑証明書 1通　300円 登録カード　親族以外は委任状

住民基本台帳カード交付 無料
（平成23年３月31日まで）

印鑑　
証明書用顔写真１枚（役場で撮影することも可能）

世帯数 男（人） 女（人） 合計（人）

平成21年３月末 335 356 383 739

平成22年３月末 324 344 364 708

増減 △11 △12 △19 △31

■住民基本台帳（平成22年３月31日現在）

《戸籍謄本等の請求》

■住民票記載・消除（平成21年度）

　私たちには、１人ひとりに誕生日があります。11月20日の「県民の日」は、山梨県の誕生日です。

　県民1人ひとりが、郷土の生い立ちを知り、豊かで暮らしやすい「山梨」を次の世代へと引き

継いでいけるよう、みんなで「ふるさとの誕生日」を祝いましょう。

　この「県民の日」を記念して、次のとおり各種の催しが行われます。是非、お出かけください。

11月13日（土）～14日（日）　午前10時00分～午後3時30分
小瀬スポーツ公園（甲府市）
県内各地の特産品をはじめ、多数の展示や体験、相談コーナーや各種団体による
活動内容の発表の場などがあります。

11月20日（土）
県立美術館、博物館、フラワーセンターなどの県有施設で、観覧料・入館料などが無料になります。

11月20日（土）（市町村、施設により日程が異なります。）

「県民の日」記念行事にお出かけください。

県民の日記念行事「交流広場」

県有施設の無料開放

市町村有施設の無料開放

◇問い合わせ先　県民の日記念行事実行委員会事務局（県民生活・男女参画課内）
　　　　　　　　☎055-223-1350　FAX055-223-1354

日 時

場 所

内 容

「県民の日」記念行事にお出かけください。
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11月20日（土）（市町村、施設により日程が異なります。）

「県民の日」記念行事にお出かけください。

県民の日記念行事「交流広場」

県有施設の無料開放

市町村有施設の無料開放
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■
多
重
債
務
相
談
窓
口

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務

所
で
は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ

ど
の
借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方

へ
「
無
料
相
談
」
を
平
日
、
毎
日

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
方
か

ら
借
入
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し

た
の
ち
必
要
に
応
じ
て
法
律
専
門

家
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
）

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方

は
、
今
す
ぐ
下
記
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。

　

必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

○	

秘
密
厳
守
…
財
務
事
務
所
は
公

的
機
関
の
相
談
な
の
で
安
心

で
す
。

○	

相
談
無
料
…
時
間
を
気
に
せ
ず

納
得
の
い
く
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○	

電
話
相
談
…
遠
距
離
に
お
住
ま

い
の
方
で
も
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

○	

個
室
で
の
相
談
と
な
り
ま
す
の

で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
参
考
資
料
も
お
渡
し
で

き
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
12
時

　

午
後
1
時
～
4
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
省
関
東
財
務
局
甲
府
財
務

　

事
務
所

　

☎
0
5
5
|
2
5
3
|
2
2
6
1

　労働保険は労災保険と雇用保険の総称です。

　労働者の身分を問わず、労働者を１人でも雇って

いる事業主は、労働保険に加入しなければなりま

せん。

　就業時間数にかかわらず、労働者に対しては労災

保険が加入対象となり、１週間に20時間以上働き、

かつ、31日以上の雇用見込みがある労働者は、併せ

て雇用保険の加入対象にもなります。

●お問い合せは…

　都留労働基準監督署　第二課　☎0554-43-2195

　ハローワーク大月　　適用係　☎0554-22-8609

11月は労働保険
適用促進強化期間です
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◎
公
的
年
金
制
度
の
創
設

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、

労
働
者
を
対
象
と
し
た
労
働

者
年
金
保
険
制
度
（
厚
生
年

金
保
険
の
前
身
）
が
昭
和
17

年
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
昭

和
36
年
に
自
営
業
者
な
ど
を

対
象
と
し
た
国
民
年
金
制
度

が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

「
国
民
皆
年
金
体
制
」
と
な
り

ま
し
た
。

①
国
民
年
金
の
加
入
方
法

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
加
入
者
は
、

職
業
な
ど
に
よ
っ
て
3
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
。

る
と
8
9
，
8
6
0
円
で
毎

月
納
め
て
い
た
だ
く
よ
り
も

7
4
0
円
お
得
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
付
期
限
は
11
月
1

日
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

国
民
年
金
の
加
入
方
法
…

　

役
場
住
民
生
活
課

　

☎
8
8
|
0
2
1
1

　

	

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制

度
・
保
険
料
前
納
に
つ
い

て
…

　

	

日
本
年
金
機
構
大
月
年
金

事
務
所

　

☎
0
5
5
4
|

　
　
　
　

2
2
|
3
8
1
1

・
第
1
号
被
保
険
者

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
自
営
業

者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の

人
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は
役
場

住
民
生
活
課
の
窓
口
で
行
い
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳

・
印
鑑

・	

学
生
の
場
合
は
、
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し

・	

会
社
を
退
職
し
た
場
合
は
、
雇

用
保
険
受
給
者
証
等

・
第
2
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は

勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

・
第
3
号
被
保
険
者

　

第
2
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い

る
方
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者
は
、
第

3
号
被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
第
2
号
被
保
険

者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
国
民
年

金
保
険
料
は
、
第
2
号
被
保
険

者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度

が
負
担
し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で

納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
第
2
号
被
保
険
者
が
会
社

を
退
職
し
た
場
合
は
、
配
偶
者
の

方
も
第
1
号
被
保
険
者
に
加
入
す

る
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

②
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満
額
の
年

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
場

合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
、
満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保

険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し

て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
4
月
1
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ

ま
す
）。

③�

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お

得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に

は
、
翌
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
ま
と
め
払
い
す
る
と
、
割
引
の

あ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

毎
月
（
月
額
1
5
，
1
0
0
円
）

納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、
納
め

忘
れ
も
防
ぎ
と
て
も
便
利
で
す
。

た
と
え
ば
、
10
月
分
か
ら
翌
年
3

月
分
ま
で
（
6
か
月
分
）
を
ま
と

め
て
納
付
す
る
場
合
、
前
納
す

こんなとき 被保険者種別 届出先

・	配偶者である第２号被保険
者が会社を退職したとき
・	配偶者である第２号被保険
者の扶養から外れたとき
・	配偶者である第２号被保険
者と離婚したとき
・	配偶者である第２号被保険
者が65歳になったとき

第３号→第１号 住民生活課

・	本人（第３号被保険者）が
就職して厚生年金や共済組
合に加入したとき

第３号→第２号 勤務先

・	配偶者である第２号被保険
者の加入する被用者年金制
度が変わったとき（例えば
厚生年金から共済組合）

第３号→第３号
（種別は変わり
ませんが届出は
必要です）

第２号被保
険者の勤務
先

・本人の住所が変わったとき
第２号被保
険者の勤務
先

前納額 割引額 納付期限 納付期限

10月分から 89,860円 740円 平成22年11月１日

11月分から 75,010円 490円 平成22年11月30日

12月分から 60,110円 290円 平成23年１月４日

１月分から 45,150円 150円 平成23年１月31日

２月分から 30,150円 		50円 平成23年２月28日
＊金額は、現金納付の場合です。

国民年金
からの
お知らせです


